保険論

１．講義の内容
　現代の保険現象は極めて複雑である。その理由は大きく２つある。一つは、多様な保険の経営形態（民間保険株式会社・民間保険相互会社、協同組合、公的機関）が多種の保険を供給することによる多種・多様な保険の存在である。もう一つは、特に近年ＡＲＴ（Alternative Ｒｉｓｋ Transfer）として取り上げられることの多い保険代替手段の発展による保険と金融の錯綜現象である。そこで、現代の保険学は、保険理論を駆使しつつも金融論、投資理論なども援用してこのような複雑な保険現象を解き明かすものでなくてはならない。そのためには、各種保険に共通する要素がなんであるか、換言すれば保険の本質把握をきちんと行った上で、各種保険を分類し、それらがどのように発展してきたのかを考察することが必要である。そこで、保険の歴史と分類を重視した講義を行う。講義の内容を大きく総論、各論に分けて進める。総論は、保険の２大原則（給付・反対給付均等の原則、収支相等の原則）、保険史を中心とした考察、各論は生命保険、損害保険、社会保険に分けた考察を行う。

２．講義の主な項目（２００１年度実績）

	日付
	実績
	配布資料

	１．4月17日
	講義の説明
	なし

	２．4月24日
	前回の補足と保険の現実問題（損保のみ）
	新聞の切り抜き

	３．5月1日
	保険の現実問題（生保、社保）、保険の語義、危険とは（リスクのみ）
	資料No.1保険の語義、資料No.2危険とは

	４．5月8日
	危険とは（ハザード、ペリル）、リスク対処法・経済的保障とリスク・マネジメント（2-(2)まで）
	資料No.3リスク対処法・経済的保障とリスク・マネジメント

資料No.4保険の仕組み

	５．5月22日
	リスク・マネジメント手段の選択、保険の仕組み
	

	６．5月29日
	ビデオ「助け合いの歴史」（試験「保険は助け合いの制度か」
	

	７．6月5日
	保険の二大原則
	資料No.5保険の二大原則、資料No.6保険の相互扶助性

	８．6月12日
	保険の相互扶助性
	資料No.7保険の定義・要件、保険の機能・効果

	９．6月19日
	保険の定義・要件（試験「保険の相互扶助性について論ぜよ」）
	

	１０．6月26日
	保険の機能・効果、保険類似制度（貯蓄、自家保険）
	資料No.8保険類似制度、保険の分類

	１１．7月3日
	保険類似制度（保証、賭博、講・無尽）、保険の分類
	保険の販売促進の例の資料

	１２．7月10日
	保険の重要用語、試験（ホショウ・保険事業）
	コジマ「総合保険証」

	１３．１０月２日
	前期の復習（レポート提出指示）
	レポート用用紙（試験解答用紙）配布

	１４．１０月９日
	保険の相対化（レポート提出）
	資料No.9保険の相対化

	１５．１０月１６日
	保険の相対化
	

	１６．１０月２３日
	保険史（予備的考察、条件付売買契約まで）
	資料No.10保険史

別紙１，２

	１７．１０月３０日
	保険史（史実の整理・海上保険続き、火災保険・イギリスまで）
	

	１８．１１月６日
	保険史（史実の整理、ドイツの火災保険、生命保険・アミカブルまで）
	

	１９．１１月１３日
	保険史（史実の整理、生命保険・オールド・エクイタブル、その他・産業革命前まで）
	

	２０．１１月２０日
	保険史（史実の整理、産業革命以降・経済的弱者向けの保険）
	

	２１．１１月２７日
	保険史（経済的弱者向けの保険・全体・ドイツ社会保険）
	

	２２．１２月４日
	保険史（アメリカ団体保険、日本の保険史・海上保険）
	

	２３．１２月１１日
	保険史（日本の保険史、まとめ）＜保険史終了＞
	資料No.11保険政策

	２４．１２月１８日
	保険行政
	資料No.12損害保険のp.1

	２５．１月８日
	損害保険
	資料No.12損害保険のp.2,3、資料No.13生命保険

	２６．１月１５日
	生命保険、社会保険
	資料No.14社会保険


